
主担当 現　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備　考

①
   

 

授業において「本質に触れる
指導」「生徒の主体性や対話
力を向上させる指導」を目指
す。そのために、「本質に触
れる指導」や「学習における
生徒の自走」をテーマとした
研究授業を、各教科や少人数
のグループ単位で行い、授業
改善に取り組む。

教務課 昨年度、「本質に触れる授業」「学習における生徒
の自走を促す授業」を目標に、各教職員が授業研究
と実践を行った結果、昨年度12月の生徒による授業
評価で、「授業が充実している」の全体平均値が
3.64と高い値であった。しかし、「興味関心が持て
た」の全体平均値は3.40と7月からは伸びたものの
「授業が充実している」の値ほど高いとは言えな
かった。
今年度も「本質に触れる授業」と「生徒の自走を促
し、主体性を高める」指導法の研究・改善を継続す
ることで、生徒の興味関心、論理的思考力、判断
力、表現力を高めたい。

　【満足度指標】
生徒が「授業が充実し
ている」「興味関心が
持てた」と感じてい
る。

「授業が充実している」「興味関心が持
てた」の2つの質問に対して、以下の①か
ら④と答えた生徒の割合を算出し、順に
4、3、2、1を乗じて加えた全体平均値
α，βをそれぞれ算出する。
  ① 「よくあてはまる」
  ② 「ややあてはまる」 
  ③ 「あまりあてはならない」
  ④ 「全くあてはまらない」
α，βの値が、
A ともに3.60以上   B ともに3.50以上
C 一方のみが3.50以上
D 一方のみが3.40以上

C・Dの場合、
授業改善に向
けた取り組み
の再検討を行
う。

生徒による授
業評価を実施

②
   

 

生徒に、模試や大学入試の分
析結果を提供し、大学・学部
研究を深め、難関大学を志望
する意欲を高める。特に、3
年生には、東大・京大・医学
部説明会や補習など、第1志
望を貫く集団づくりを進め
る。また、共通テストに向
け、習熟度別授業の実施や校
内模試問題の研究により深い
思考力の育成を進める。

　進路
　指導課

3年生の難関10大学志望者数は、2月の進路志望調査
によると282名、その中で東大と京大志望者が合わせ
て132名と例年に比べて多い。
2年生の難関10大学志望者数も251名と、高い志望を
維持している。

　【成果指標】
東京大学・京都大学お
よび国公立大学医学科
合格者の合計人数(重
複可)が増加してい
る。

東京大学・京都大学および国公立大学医
学科合格者の合計人数(重複可)が、
  A　40人以上
  B　30人以上
  C　20人以上
  D　20人未満

C・Dの場合、
授業や3年間を
見通した進学
指 導 に つ い
て、再検討を
行う。

年度の当初に
入試反省会・
検討会を実施

③
   

 

ホーム担任を中心に、年間6
回以上の個別面接指導を実施
し、文理選択を含め自身の進
路について考えさせる。ま
た、学習時間調査の結果も踏
まえた指導により、家庭学習
の定着を図る。

１学年 生徒が新たな生活に１日も早く慣れ、学習と部活動
とを両立できるような良い生活習慣、さらには基本
的な学習習慣を身につけさせるべく指導を行ってい
る。そのためにも、各面談で何を確認するのか、ど
ういうメッセージを生徒に伝えるのかについて担任
で言葉をそろえ、目線を合わせたうえで指導してい
く。

  【満足度指標】
１年間の学年団の指導
が、生徒の学力や学習
姿勢の向上に役立って
いる。

１年間の学年団の指導が、自分の学力や
学習姿勢の向上に役立ったと考える生徒
の割合が、
  A　95％以上   B　90％以上
  C　85％以上   D　85％未満

C・Dの場合、
より効果的な
個人面接指導
のあり方につ
いて再検討を
行う。

生徒によるア
ンケート調査
を実施

④
   

 

ホーム担任は、年間5回以上
の個別面接指導を通して、自
分を見つめさせ、高い進路志
望の確立を図る。また、集会
や希望者補習なども通して、
自発的な学習を促す。

２学年 1年より個人面談や学年集会等での意識づけを行い、
徐々に高い進路志望を持つ生徒が増えている。３年
生に向け、自走できるたくましい生徒を増やしたい
と考えている。一方、中下位層の底上げも必要であ
り、個に応じた面談や細やかな指導を通して、自信
をつけさせ、確かな学力を身につけさせたい。

   【満足度指標】
１年間の学年団の指導
が、生徒の学力や学習
姿勢の向上に役立って
いる。

１年間の学年団の指導が、自分の学力や
学習姿勢の向上に役立ったと考える生徒
の割合が、
  A　95％以上    B　90％以上
  C　85％以上    D　85％未満

C・Dの場合、
より効果的な
個人面接指導
のあり方につ
いて再検討を
行う。

生徒によるア
ンケート調査
を実施

⑤
   

 

授業内容をより充実させると
ともに、放課後補習および個
人添削指導等を通して、生徒
一人一人の志望や学力にあわ
せた、「個に応じた指導」も
展開していく。

３学年 学習習慣の定着と圧倒的基礎力の育成を柱に指導し
てきたが、部活動との両立に悩み家庭学習の時間を
確保できない生徒が見られる。また、スマートフォ
ンの使用時間も依然として課題である。生徒一人一
人の進路志望の実現に向けて、個別対応しつつさら
に高い学力を身につけさせる必要がある。

   【成果指標】
難関10大学及び国公立
大学医学部医学科の合
格者数が多い。

難関10大学及び国公立大学医学部医学科
の合格者の合計人数(重複可)が、
  A　100名以上
  B　 90名以上
  C　 80名以上
  D　 80名未満

C・Dの場合、
授業や補習、
個人添削等の
方 法 に つ い
て、再検討を
行う。

次年度の当初
に 入 試 反 省
会・検討会を
実施

石川県立金沢泉丘高等学校

「勉学を第一義とす
ること」を踏まえ、
質の高い学力を育成
する。

・知的好奇心旺盛な
生徒に、本質に触れ
る質の高い授業を提
供する。また、生徒
１人１台端末を効果
的に活用しGIGAス
クール構想を展開す
るなどして、生徒の
主体性を高め、学び
に対して自走する力
を育成することで、
過年度生も含めた生
徒の高い進路志望の
実現を図る。

重点目標 具体的取組
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主担当 現　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備　考

①
   

 

これまで取り組んできた科学
的な課題研究活動を進化・発
展させることで、生徒の多面
的・多角的なものの見方、思
考する力、行動する力など探
究する力の向上を図る。ま
た、普通科普通コースの課題
研究では、SGH推進室と連携
し、文理を融合させた新しい
探究プログラムを確立し、そ
の実践を図る。

ＳＳＨ
推進室

文科省より、SSH認定枠指定校として令和4年度から5
年間の指定を受けている。SSH事業で得られた様々な
成果を県内外へ展開・普及することをミッションと
している。これまでの研究開発の成果として、科学
的な課題研究活動のプログラムはある程度確立され
ている。昨年度から始まった普通科普通コース「課
題探究Ⅰ」との差別化をはかるためにも「理数探
究」の深化が必要である。また、「課題探究Ⅰ」で
は、SGH推進室と連携しつつ、普通科普通コースにお
ける探究プログラムを確立させる必要がある。未来
社会を見据えた多面的なものの見方の育成に取り組
みたい。

   【満足度指標】
生徒が、探究活動を通
じて「思考する力」
「分析する力」「行動
する力」「表現力」
（いわゆる「探究
力」）を身につけてい
る。

学校評価Hアンケートにおいて、「自分自
身の探究する力、思考する力、行動する
力」「思考力・分析力や表現力」が高
まったか。の設問に対して、「よくあて
はまる」「ややあてはまる」と回答する
SSH主対象生徒の割合の平均が、
　A　90％以上    B　80％以上
　C　70％以上    D　70％未満

C・Dの場合、
計画の再検討
を行う。

生徒によるア
ンケートを実
施

②
   

 

課題研究を軸とした探究型学
習プログラムの改善を図り、
より「文理融合」を強化した
カリキュラム開発を行う。ま
た、グローバルリーダーに必
要な種々の能力の育成を目標
とし、その達成のために事業
を展開する。

ＳＧＨ
推進室

５年間のSGH指定期間において確立した課題研究を軸
とした探究型学習のためのカリキュラムを継承しな
がら、現在はその成果をより高度なプログラムへと
発展させることを模索している。特に、SSH推進室と
連携して年度末に実施する校内行事「探究の日」を
学校全体の取り組みの大きなゴールの１つに位置づ
け、学年や文系・理系の垣根を超えた探究学習のあ
り方を模索している。

   【満足度指標】
生徒が、「問題意識を
問いとして組み立てる
力」（思考力）、「考
えの異なる他者とも協
働しながら物事を進め
る力」（協働力）、お
よび「自分の考えを相
手に論理的に表現する
力」（表現力）を身に
つけている。

『SG探究基礎』(1年)『課題探究Ⅰ』『SG
探究』(2年)『課題探究Ⅱ』『SG探究活
用』(3年)において、グローバルリーダー
に必要な思考力、協働力、表現力を身に
つけているかという項目で、「よくあて
はまる」「ややあてはまる」とする生徒
の割合が
　A　90％以上   B　80％以上
　C　70％以上   D　70％未満

C・Dの場合、
内容の再検討
を行う。

生徒によるア
ンケートを実
施

①
   

 

各種の講演会を生徒の発達段
階に応じて適正に開催し、品
位を高めるとともに、リー
ダーシップを発揮し、グロー
バル人材としての資質を育成
する。

総務課 令和５年度の「生き方講演会」は、創立１３０周年
記念講演を兼ね、実業家のハロルド・ジョージ・メ
イ氏にお話をいただいた。メイ氏の経営者として企
業を立て直した経験やエピソードを、ユーモアを交
え情熱的に語ってください、大変好評であった。そ
の他各講演も生徒にとって適切な時期に適切な内容
のものであった。勉強や部活動などへの取り組み方
を考える際の大きなヒントや視点を得ることができ
た貴重な講演会となった。

   【満足度指標】
講演会が、生徒にとっ
て貴重な知識や経験を
学び、生き方や価値観
を考える良い機会と
なっている。

「講演会が知識や経験を学び、生き方を
考える良い機会となっている」の項目
で、「よくあてはまる」＋「ややあては
まる」の割合が、
  A　90％以上   B　80％以上
  C　70％以上   D　70％未満

C・Dの場合、
次 年 度 に 向
け、講師の選
定等を工夫す
る。

生徒へのアン
ケート調査を
実施

②
   

 

基本的生活習慣の確立を図る
ことを目的に、以下の挨拶指
導を徹底する。
・場面に応じた、元気で明る
くさわやかな挨拶
・職員室等の入室マナー
・授業の開始、終了の挨拶

　生徒
　指導課

登校時や校内（廊下等）では、自主的に挨拶をする
生徒が増えてきている。しかし、来校者や地域の
方々に対する挨拶については、まだ十分ではない。

   【成果指標】
生徒が、外部からの来
校者に対してしっかり
と挨拶や会釈をしてい
る。

「私は、外部からの来校者に対してしっ
かりと挨拶や会釈をしている」と答えた
生徒が、
  A　95％以上
  B　85％以上
  C　75％以上
  D　75％未満

C・Dの場合、
HRや学年集会
を通して、再
度 指 導 を 行
う。

生徒へのアン
ケート調査を
実施

③
   

 

「いじめを絶対に許さない」
学校づくりを推進するために
未然防止の取り組みを行う。

　生徒
　指導課

年間３回実施している「生活についてのアンケート
調査」や担任による個別面談を通して、生徒が抱え
るトラブルを早期に発見し、対応することができ
た。今後もいじめ問題やネットトラブルについて、
研修会等を通じて教員が理解を深め、適切な対応が
できる体制を確実に作っていく。

   【成果指標】
互いに認め合い助け合
う仲間づくりができる
生徒が多い。

「他人の人格を重んじ、尊重する態度で
接するとともに助け合う仲間づくりがで
きる」と答えた生徒が、
　A　98％以上   B　95％以上
　C　90％以上   D　90％未満

C・Dの場合、
HRや学年集会
を通して、再
度 指 導 を 行
う。

生徒へのアン
ケート調査を
実施

④
   

 

部活動等の活性化及び競技力
の向上を図るとともに部活動
と勉学の両立（文武両道・文
武不岐）をめざす。

　生徒
　指導課

部活動加入率は高い。意欲的に活動し、有意義であ
ると考えている生徒が多い。運動部は総体総合成績
において公立高校1位である。文化部でも多くの部が
上位大会に出場し、優秀な成績を収めている。

   【成果指標】
上位大会（ﾌﾞﾛｯｸ大会
以上）に進出する部活
動が増える。

県予選を通過しﾌﾞﾛｯｸ大会以上の大会・行
事等に出場した部活動が、
  A　21以上 　  B　17以上
  C　13以上 　  D　13未満

C・Dの場合、
次 年 度 へ 向
け、指導方法
を工夫する。

県総体･総文
等の結果報告
による

「品位を高め、他者
の人格を重んずるこ
と」を踏まえ、より
よき集団づくりをめ
ざし、絶えず自己研
鑽に努める生徒を育
てる。

・部活動・生徒会活
動・学校行事等を通
して、自分の考えを
発信するとともに他
者の考えも尊重し、
集団の共通目標に向
かって協働して粘り
強く行動する力を育
成する。
　また、挨拶の励行
や校内美化、様々な
マナーを遵守するこ
とで周囲から応援さ
れる人づくりを推進
する。

3

石川県立金沢泉丘高等学校

探究活動プログラム
の進化・発展及び成
果の普及に努める。

・これまで積み上げ
てきたＳＳＨ・ＳＧ
Ｈプログラムを進
化・発展させ、２つ
のプログラムを融合
させた新しい探究活
動プログラムを全校
生徒に対して実践す
る。加えて、その指
導法を本県高等学校
に波及させるととも
に、あまねく県民の
方に発信する。

具体的取組

2

重点目標



主担当 現　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備　考

⑤
   

 

環境ISO活動を意識して、環
境保全に配慮した生活となる
ようにする。
ゴミの分別や節水・節電に取
り組む。

　保健
　環境課

探究活動等において学んだ、地球環境に調和した持
続可能なライフスタイルについて、知識としてだけ
ではなく、自分自身の生活の中で実践することが課
題である。

   【満足度指標】
生徒が、環境保全を意
識して生活し、実践し
ている。

校内の環境保全活動に努めていると答え
た生徒の割合が、
  A　90％以上   B　80％以上
  C　70％以上   D　70％未満

C・Dの場合、
取り組みの見
直し・改善を
検討する。

生徒へのアン
ケート調査を
実施

⑥
   

 

読書推進活動と学習環境整備
に努め、学校図書館としての
機能と魅力を高める。

委員会活動、購入図書の精
選、広報活動、教科や調べ学
習の場の提供などにより、貸
し出し冊数や入館者数の増加
をはかる。

図書課 情報メディアの普及による読書離れの傾向は本校生
徒にも及んでいると推察されるが、普段からの読書
啓発・読書推進活動はもとより、授業や教科学習と
連動した読書や図書館利用の一層の充実を図ること
が喫緊の課題である。

   【成果指標】
１年間の図書の貸出冊
数が増加している。

１年間の図書の貸し出し冊数が、
  A　3,500冊以上
  B　3,000冊以上
  C　2,500冊以上
  D　2,500冊未満

C・Dの場合、
取り組みの見
直しと改善を
検討する。

月毎の貸出数
調査を実施

⑦
   

 

悩みや問題を抱える生徒の早
期発見に努め、教職員間の連
携を密にしながら、生徒一人
一人が希望を持って学校生活
を送ることができるように支
援する。

　教育
　相談室

自分の進路に対する不安や学習面でのつまずき、人
間関係の悩みによって、学校生活への意欲を失いか
けたり、情緒が不安定になったりする生徒が見受け
られる。

   【満足度指標】
相談室を利用した生徒
が、気軽に相談でき利
用しやすいと感じてい
る。

相談室を利用した生徒へのアンケート
「気軽に相談でき利用しやすい」の項目
で、「よくあてはまる」＋「ややあては
まる」の割合が、
  A　90％以上    B　80％以上
  C　70％以上 　 D　70％未満

C・Dの場合、
学年、関係各
課室と連携し
て対策を検討
する。

生徒へのアン
ケート調査を
実施

①
   

 

保護者懇談会、PTA活動、い
しかわ教育ウィークなどを通
して積極的に学校を公開し、
保護者や地域住民との連携を
強くし、開かれた学校づくり
をめざす。

総務課 令和５年度の各行事の参加者数は「PTA総会」約1000
名、「生き方講演会（保護者向けは動画配信）」約
700名、「いしかわ教育ウィーク」約500名で、合計
が約2,200名であった。本校に対する保護者の関心の
高さをうかがうことができ、今後もより一層保護者
が来校しやすく、学校を理解していただけるような
行事運営に務めたい。

   【成果指標】
「PTA総会」、「いし
かわ教育ウィーク」・
「生き方講演会」の保
護者・地域住民の来校
合計数が増えている。

今年度の「PTA総会」、「いしかわ教育
ウィーク」・「生き方講演会」の保護
者・地域住民の来校合計数が、
　A　1,500名以上
　B　1,200人以上
　C　 9000人以上
　D　 900人未満

C・Dの場合、
PTAと協力して
広報活動に努
める。

PTA総会
 (5/11)
いしかわ教育
ウィーク
 (11/1～7)

②
   

 

理数科1,2年生、普通科1,2年
生及び、科学系の部所属の生
徒が「金沢泉丘ｻｲｴﾝｽｸﾞﾗﾝﾌﾟ
ﾘ」、「創立記念祭における
理科教室」等、自ら企画・運
営・参加する機会を増やし、
内容を充実させることで、科
学教育を推進する。

ＳＳＨ
推進室

毎年理数科1年生が、創立記念祭に来校した小学生等
に対して理科教室を開催し、参加者から好評を得て
いる。また、金沢子ども科学財団と共催する金沢泉
丘サイエンスグランプリやサイエンスヒルズこまつ
主催のサイエンスフェスタに参加し、高校生と小中
学生が協働活動することで、科学教育を推進してい
る。今後は、活動の範囲を広げていきたい。

   【満足度指標】
理科教室、金沢泉丘サ
イエンスグランプリお
よび金沢子ども科学財
団との連携プログラ
ム、サイエンスフェス
タ等SSHのプログラム
に参加者が、大変良
かったと感じている。

「理科教室、金沢泉丘サイエンスグラン
プリおよび金沢子ども科学財団との連携
プログラム、サイエンスフェスタ等SSHの
プログラムに参加して、どう思います
か」という質問に対して「大変良かっ
た」と回答するプログラムの参加者の割
合が、
  A　90％以上   B　80％以上
  C　70％以上   D　70％未満

C・Dの場合、
次 年 度 に 向
け、取り組み
の改善を検討
する。

参加者へのア
ンケート調査
を実施

③
   

 

「学年だより」、「進路だよ
り」「学校HP」等を通じて、
保護者に学校の様子を理解し
ていただく機会を増やし、保
護者の学校行事への参加拡大
につなげていく。

１学年
２学年
３学年

定期的に「学年だより」「進路だより」を発行して
いる。1年次に「学校からのたよりによって、学校の
様子がわかる」と回答した保護者は81.8％であっ
た。2年次に「学校からのたよりによって、学校の様
子がわかる」と回答した保護者が76.6％であった。

   【満足度指標】
学校からのたより・通
信等によって、保護者
が学校の様子をわかっ
ている。

「学校からのたよりによって、学校の様
子がわかる」と回答した保護者が、
  A　90％以上   B　80％以上
  C　70％以上   D　70％未満

C・Dの場合、
次 年 度 に 向
け、内容の改
善 を 検 討 す
る。

保護者へのア
ンケート調査
を実施

5 組織運営・教職員の
働き方の改善によ
り、教育活動の効果
を一層高める。

・効率的で密度の濃
い学習活動、部活
動・生徒会活動の推
進に努める。

①
   

 

業務の見直し、密度の濃い会
議運営など組織運営の効率
化、職場環境の改善、教職員
の意識改革、時間管理の工夫
等を進める。これにより、教
職員のワーク・ライフ・バラ
ンスをとり、教育活動の質の
向上を図る。

管理職 月に２度の定時退校日、部活動休養日、夏季休業中
の学校閉庁日の設定や年休の積極的な取得呼びか
け、アプリを活用したアンケート集計、会議のペー
パーレス化など効率的な業務の推進によって、教職
員のワーク・ライフ・バランスを考えた働き方に対
する意識が高まっている。時代の要請に応える教育
活動を展開するために、採点ソフトの導入、ICTを活
用した教材の共有や共同開発など効率的で密度の濃
い実践を推進し、教職員の意識改革を図るととも
に、時間外勤務時間の削減に努めていく。

   【満足度指標】
教職員が、ワーク・ラ
イフ・バランスをとる
ことにより、気力、知
力、体力が充実し、一
層効果的な教育活動を
展開できている。

ワーク・ライフ・バランスをとることに
より、気力、知力、体力が充実し、一層
効果的な教育活動を展開できていると回
答する教職員の割合が、
  A　90％以上　 B　80％以上
  C　70％以上 　D　70％未満

C・Dの場合、
次 年 度 に 向
け、内容の改
善 を 検 討 す
る。

教職員へのア
ンケート調査
を実施

4 「正義を愛し、社会
から信頼されるこ
と」を踏まえ、生徒
とともに開かれた学
校づくりに努める。

・授業公開など学校
公開の機会の拡大を
図る。とりわけ、探
究活動を通して様々
な社会課題解決に向
け思考し、定量的・
定性的根拠をもって
提案する力を育成す
る。

石川県立金沢泉丘高等学校

重点目標 具体的取組


